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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相聞モテル（沢、摩文仁、樋口、長田）

1．は　じ　め　に

空手道の発祥地は中国である。14世末に巾国の拳法が琉球国（現：沖縄県）

に伝わった。空手道は、丁の突きや足の蹴りを主体に、身体の各部位を有効に

使って身を防き、相手を制する技を決めるものである。試合には、組手と型の

2種類がある。型の試合は、基本動作と移動転身による正しい姿勢、正確な突

き、蹴り、気合の充実、動作の緩急なとにより勝負を決する。組子試合は、気

合の充実した正確な突き、蹴り、間合い、残止、なとを重要な要素として、相手

を倒しえたと判定される技をもって優劣を決める。空手道は、円本の伝統的な

武道であるが、現在はスポーツとして親しまれている。最近では外l玉】人の愛好

家も非常に増加している。

空手とは、「空手・盾手とも呼ばれ」中国から沖縄へは来して発達した拳法

から変化した武術である。武器をもたず、手足による突き・蹴り・受けの三方

法を基本とする。

空手道の源流は、約2，600年前の中国では、騎馬民族（ソキクこ）時代の

「拳法」の古武道であった。ヨーロッパにおけるギリシア時代のものは今のホ

クノンクに似ている。2，300年頃のインドでは、占代インド拳法が普及してい

た。1∠川ヒ紀末に中国の拳法が琉球国（現在の沖縄県）に伝播した。15世紀以降

の禁武政策により一切の武器の所持を禁止されていた中で、琉球民族の左、統的

な「千」という武術の研究が加わり、徒手空拳「唐手」として発展した。人証

5（1916）年、船越義珍（松涛館流の創設者）が、京都の武徳殿で、多くの武

術大家の前で、沖縄を代表して、口木国内最初の公開演武を行なった。

その後、晰越、喜屋武、摩文仁、宮城の各氏らは、慶応、早稲田人草を始め

多くの大学や組織でも空手普及につとめられた。その活動が内外に認められ、

「沖縄の空手」から「日本・世界の空手」に成長したのである。大止11（1922）

年、嘉納治五郎の要請で文部省（現：文部科学省）」＿催の第一回体育展覧会で

「琉球偵手術」として紹介され、講道館の門下生にも空手の指導が行われた経

緯がある。昭和9（1934）年、嘉納治克郎氏の提議により（財）大日本武徳会
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋l」、長田）

の柔道部門に組み入れられた。

これを契機に多くの空手家が本十を訪れ、「松涛館流」・「岡■慄流」・「糸東流」

と「和逆流」というIJL伏流派が創設されたロ以後、昭和25（1950）年、令日本

学生空手道連盟か幕加文。日柵141（1966）年、全日本空手道連盟の結成。昭和44

（1969）年、（肘）全日本空手道連盟（亡IKF）が発足するに至った。このように

して、日本（沖縄）凹百の武術として生まれた「唐手」は、武道とスポーツの

両面性を持っ「空手道」として発展した。口離日45（1970）叩、第1回世界空手

道選手権入会開催と棚寺に、世界空手道連合が結成され、以後、30余叶の歴史

が流れた。現在は世舛各国に普及し1，00077人以上の同士が熱心に鍛錬してい

る。

金澤弘和（1987）は、空手組子全集の和英対訳の巾でモデルが解説されてい

るo Hldetaka NISHIYAMA and RIChard c BROWN（1960）は、手技・

足技およひ、ナち方の相関関係を図示化している。

本稿では、一般休台研究会に幸陀した（（2003年11月12日・本学総合科学研

究所会議室）空手道の技法を体験から考案したモテルを次のようで整理した。

空手道の技法モデルには、①基本モデル、②技の基本モテル、③手技のモテル、

④攻撃手技の突き方のモテル、⑤攻撃上肢の打ち方のモデル、⑥防御手技の受

け方のモデルに分類し、そのモデルを図示化した。

2．空手道の略史

空手道に関する国内の略史として、国内最初の文献としては、1300年前、二

両（北山・申lll・南lJl）戦争から、尚巴志士によって統一された。武器禁止政

策をたてた記述がある。その後、現在（2004年）までに多くの活動や組織の変

遷による略史の報告とする。
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の榊関モデル（沢、摩文仁、樋日、伝聞） 

七鋸e　空手道の密度仔毎ガ雨0WA的reuα昆0托0mgαrα亡e－doJ 

年 剴焉@　　容 ��

紀元前 ��・空手道の源流は、小国の騎馬民族（シキクニ）時代の「拳法」の古 

600年前 凾驕B 

紀元前 �� 

300年前 �13世紀未に小国の拳法が琉球囲（現在の沖縄県）に伝播した。 

850年 ��l川司とインドの某猪準かタイ式ボクシング（850～900）。 

1156年 ��保元の乱、源為朝（伊け大王‾左に流される、1165年沖縄蓮大越に襟首、 

1192年 �� 

1265年 ��僧瞳鑑来抗。仏教伝来。l寸渚から仏教（人和朝廷）か伝わる538作。 

1266年 �� 

1279年 �� 

1291年 �� 
‾‾i296年 � 

1300年 剄﨟j。 

1350年 �� 

1368年 �� 

1372年 �� 

1383年 �� 

1389年 �� 
－ �� 

1392年 � lllした。 

1400年 �� 

1404年 �� 
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長田）

1429年 ��尚U志（1422～1439）、‾三【1rを統一一する。琉球王国の誕生。 

1477年 ��閲兵モ（1477～1526）（第一ト・旧）禁武政鼠〕 十腋や庶民のなかには、ひそかに徒手空拳の抜林を修める苫がでて 
きた。 

1500年 ��1500年代、薩摩の見津氏の沖縄征服時に、武帯を持って抵抗、イミニ㌫ 

の敵から守るため「徒‾トリ拳　の闘／rr術の修練が十台になった。隠 

れて稽古を〒」二ったというよりも、むしろ入門した者以外には教えな 

かったというのが実情に近い。つまり、詳らか唐手修子J：をできたわ 

けでなく、例外を除けは、基本的に冨裕な階級の苫しか学ばれなかっ 

た。 

1534年 ��封冊位としてl城侃が来琉。封Ⅲ快に上る厨手導入説となる。 

1584年 �� 

1609年 ��薩摩の凍上島津義久、琉球をu略・‡11・伐。第潮目）禁武政策。 禁武政策がかえって幸いし、自己の安全と部族の保全のために密に 

1621年 �� 

1719年 ��封冊便乗琉，七城朝茄「細踊あるいは組躍」を卜映。 

1733年 ��唐手家佐久川覿2日一貫賀隼まれる（1733～1815）。 

1797年 ��百℃千・小林流椙の松村宋棍出隼（1797～1890）。 

1828年 ��安里安†し川1生（1828～1906）、門卜生には琶屋武朝は・船越義珍・ 

1830年 ��糸洲安転出♯（1830～1915）、流祖の松村粟幌の門卜年。門卜生に 土屋部憲適・摩文「＿賢軸・本部和様・花城忘茂・本部朝勇ら。唐手 

1852年 ��町孟流祖の東．臥納先日出生（川52～1915）、門卜生には許H重興・ 
剛柔流机の官機長順・賊㈹壇帯・遠山㍑腎・摩文L賢和ら。旗手幡 
行のため小国へわたる　＝872～1887）。 

那掛こ沖純で初めての唐手術道場を開設日889）。 

1868年 冖�)�H6ﾘﾌ��松涛館流祖の船越義珍川1姓：広告腰）山／1ミ（1868～1957）、流祖 
の松村末梶の孫門トノL門下′t三は船越義堂、孫門卜佃こは川＝幸夫・ 

1870年 冖韭�2�本部朝基出生（1870～1941）、糸洲安恒の門卜′L】門卜佃こは本郎 流祖の本部朗【ト小西康裕・空一真流祖の上島‾‾二之助・円本拳法祖の 

1871年 �?ｨﾈ韭�B� 
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空手道学の略史とITによる丁技術と急所の相関モテル（沢、摩文仁、樋口、長田）

1877年 冖韭����L地完文山生（1877～1948）、中国福建省出身の周子和の門下生。 
門ド生には上原二郎・上他流祖の上地完英・厚木一夫・山城可多・ 
友寄隆俊・島袋夏吉・内閲豊・崎山秀永ら。梧手修行のため中国へ 

1885年 冖�)�C��� 

1886年 冖�)�C��� ��

1887年 �� 
は伊 � 

1888年 1889年 冖韭�#�� � 

門卜 � 

仲井 � 

のため11」［1三】へわたる（1904～川06年）。「庸一車道概説」山版。 

秀道舘 � 

：・歪一・泊親会の伊藤幹之・樽崎達夫・平場柄ら。 

卜舶こは小西康裕・賢友流祖の友寄隆正・聖心会の国境手盛・糸洲 

版。 
首里 剴�ﾌ大域朝恕出生（1889～1930）、門下生は研修会の令城裕。 

1890年 冖繦�C#2�首里手の城間呉繁出生（1890～1954）、門下生は練武会の玉得博嫌。 

1892年 冖韭�#R� 

1893年 冖韭�#b� 
盛平の門下生。門下生は稲垣五兵衛。 

1895年 冖繦�C#��大ト1本武徳会創た（会長・渡辺千秋）、本部を東都に椚く。 

1896年 �� ��

1897年 冖韭�3�� 畑��)ｨ���

1898年 �� ��

1899年 冖韭�3"� ��
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長田） 

沖縄県≠第一小学校、沖縄師範学校にて唐トがIH斗として採取⊃ ��
1901年 ��「卜り▼－ディ二店ヰの沖縄方言」呼称も「カラテ」と改称され「空 

l l ��ﾂ� �� 

1902年 冖韭�3R�H城長［l貢、東恩紺掛■ヒ道場入門。 

1904年 ��1∴地完文〔1877－1948年）、唐手修行のため中岡へわたる（1894～ 

1910）。 

糸洲′友恒（川32～1916年）、「平安の型」創作。県立甲㌢：で空手指温⊃ 

穴城良Il臥唐手修行のため小国へ留学。 
屋邦題適（1866～1937年）、師範芋校で空手相貌 

1905年 冖韭�3��慶応大字・松菜館の小幡功日韓（1905～1976）、中野京成の門下生。 
門下／【三には山本孝信。 

1906年 �� 
剛菜館のIl＝1剛玄山隼（1906）、剛柔舘（流）祖の宮城良順の門下托。 

門下′日こは止命鮨大の㌧・儀実栄・森‥ト泰治・出撃往・H場憲造・木 
崎友瞞・宇治111省‾二・多Ilは剛ら。 

1907年 冖韭�C��松林流祖の長嶺将真山生（1907）、本部朝基と新垣安吉の門下／十三。 

門下ft三には島娼正吾t－ゞ屋武日栄・久ノ上、助息ら。 

賢友流祖の友寄隆正（我那晰〔1里主時代第一尚王統系である父隆光 
の二男）山′ト（1906～1977）。一京城良‖伯・摩文仁賢和・L原‾‾二郎の 

門卜生。門下サ烏、関幽人の舟橋進・岡本禎次郎・明地菓三、立命 

舘人の川村像、近畿大の渡辺勝・・l・野忠澗・．射し春治・高橋義孝・ 

1910年 冖韭�C2�剛柔流の八木明徳山生（1910）、剛東館姐の宮城昆順の門下生。門 
小林流の1■い造林直出生（1910）、名嘉真朝増の門下／し門下生は仲 

村良雄。 

1911年 冖韭�CB�L他流祖のL地完英山牛（1911～1991）、1二地ノノ王文の門1、■生。門下 

1912年 ��X鉞ﾂ�人正の初期、摩文仁聖和（1889～1953）・本部朝基（1日70～1941）・ 

城l乱真繁・大域朝恕（川88～1934ト徳村政遵・石川運行・屋比久 
孟イ云（1878～1941）等の多数のrl刃上が公開演武で紹介。 

∪本望丁・協会の高木LE朝出L（1912）、‾告u兢雄と針営幸雄の門下 

1913年 ��ﾆ緬?�"�「1木空手協会の中山正敏出生（1913）、高木正則の門下生。門下生 は宮田実。 

1915年 ��Y�3B�糸洲会の坂卜随伴日什（1915）、摩丈「．賢朴の門ト稚。門下生は島 本恒雄。 

1916年 ��ﾉ�3R�冨名腰義珍（改名二船越義珍）（1868～1957）、京都武徳殿にて空手 
演武の初公開。船越義珍、喜犀武朝徳、摩文†二腎和、宮城長順は、 
慶応・早稲H大学を始め多くの人草や組織でも空手普及。その活動 
が認められ「沖縄の空手」から「世界の空手」に成長。 

－89－ 



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋U、長出） 

僅文「蟹栄（摩文仁質札の長男）出生（1918）。 ��
1918年 ��Y�3r�研修会の金城裕山桂（1918）、大城朝憩の門ド生。門下生には土屋 ��

1921年 ��ﾉ�3��� 義珍（観空）と儀問責謹（内歩進）がつとめる。冨名腰義珍が船越 
に改姓。 

1922年 ��X�i�ﾓ��� 

1924年 ��ﾄﾄﾃ�2� 発足（柏谷貞洋）。（「空手研究」には、体市会空手部となっている。 

1925年 ��Y�3�B� 

1926年 ��ﾉ�3�R� 

1927年 1928年 �?ｨ豸ﾄ�"�摩文し賢三（摩又仁㌍和の子息）出生（1927）、日本空手道会会長・ 

糸史流宗家。JMFraguas著「KarateMaster」をUnique社に 

日本空手道協会の金澤弘和（1927）、国際松潰館空手道辿盟会長。 

椚和：う ��

1929年 傴ｩ���ｳ�� 東恩納系の型を指導。 
立命師入学、唐手研究会発足（山口剛玄）。 

1930年 傴ｩ��R� 

1932年 傴ｩ��r� 

大口本式徳会、口本の武術として唐手を頑認。早稲m大学、所手研 

柑33年 兢�ｼｳ���� 

を移動。 

一一90－ 



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩又仁、鰍i、長日り 

l ���3ID��昭和9 冑�[i�ﾙ�I����了�ﾉ�Xｧx�仭8岔YC��3�ｩ�Tｦﾉ�ﾘv��ｨ+�*�,X,ﾘ,�*ﾙ:��� 

期に近畿大学、他関西の汽大下で空手指凱大阪市都島区高倉町 ‾重秀舘」道場設立。 

現「和退会」は大11本一空手鋸興供楽部を創設⊃ 

告城島順、ハワイにて唐手術指導。 

1935年 傴ｩ�����船越義珍によって、「唐」の丁か「空」へと改め。次第に沖縄の空 

手は日本全仁に浸透し、技術的差異、t′三碑継承によって、細分化の 
過程で流派名が必要となってきた。 
最初に流派名をれ乗ったq）は、■川司南派準法ロ）ル轡を受けた那朗手 
の流れを汲む宮城長川錮拘別始した「剛柔流」である。これを皮切り 

に、次々と流派新を名廃り、4つの大流派を柑こ「‾川大流派」と呼 ；、、 
ノ、0 

拳法－ilf「‾武備志」に拳法大柴八句の「法剛柔呑吐」から。 

官・「松涛舘流」：船越義珍（首里手出身）、 
義珍のこ．写し三・r松涛」を起したその名からr松涛陀」を設‾立。 
・③「糸師允1：摩文仁同和（琉球唐丁∴＝系統をノiJ：ぷ）、 

′ノと手と柔術の長所を取り入れ、船越義珍に学び、本邦捌溝や宮城長 

閂長流相の友霧降かは人阪巾城東区今福にて、心意舘門友流道場l調 

設。 

1937年 傴ｩ���"�腎友流二代H宗家の友矧晦　▲郎EL性（】937）、閲【呵大学卒、大阪市 空手道連盟会長・人阪府空手道全通盟理事長。 

船越義珍、「空手道教範＿」「1版。立教人草、唐手・研究会発出。 

1938年 傴ｩ���2�摩文仁腎和・什曽根源和共著l‾攻防準去空手道入門」山版。 
⊥半値十の沢　判（19こう8）、大阪経済法科大学理事・学長補佐・教 

投。 

1939年 傴ｩ���B�糸乗流空手道と命名（摩文L腎和）。糸東流とは、首や手の触戚者 

（糸洲‘友恒）の「‾糸lと那哨手の閥祖〔東恩納‘毘1．上）の「東」の餓 

■茸友流′皇干道を創始（友寄降」日日腎友流とは、摩文「．腎和の「■摺 

人日本武徳会本部へ「糸東流」登録。松涛館道場落成。和道会発足 
（大塚悼妾己）。伴文仁腎和がr人目本望「道会」を発足し、後に「し 

1941年 漂z9?｣�b�医学棋l：の樋Il豊治（1941）、人臥市立入学人学院医？研究科講師。 

1942年昭和17摩文L腎和、東洋人一芋里子師範後、大日本り干道会設立。 　　　－91 



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、悸文仁、樋口、長田）

1945年 傴ｩ��#�� 

1‾占48年 傴ｩ��#2� 

1949年 傴ｩ��#B� 

1950年 傴ｩ��#R� 

1951年 1952年 傴ｩ��#b�人阪市城東区今福西にある道場を門友流空手道本部道場とする。 

昭和27 ��

1955年 �� 

1957年 ��i��｣3"� 

1958年 ��儂ｨﾏｳ32�摩又「賢二、l城西大学⊥学部空手道部帥批 

1959年 傴ｩ��3��第べlu】全日本学生空手道選手樅大会開催（優勝、友寄隆一郎）。 

1960年 傴ｩ��3R�令自衛隊空手道連盟・西U本実業団空手道連盟発足。 

1962年 傴ｩ��3r�全日本空手道学年連盟再編成。 

1963年 漂¥im｣3��全日本学生空手道連盟の機輯誌「‾学空連」創刊。 

1964年 傴ｩ��3��全E］本空手道連盟（Federation，ALL．JAPAN，KARATEDO． 

全日本学生空手道連盟、全日本実業団空手道連盟等の講流派をもっ 
て創立。 

1965年 傴ｩ��C��第－－一一【Rl学辿月米親善学生空手道大会（優勝、福井功）。 

1967年 傴ｩ��C"�現「和道会」は大円本空手振興倶楽部を8り設（1934）から人口本望 
手振武会（1938）名称を変更、現在にやる。 

1968年 傴ｩ��C2�全日本空手道連盟改組（会長は笹‖恨　一）。 

1969年 傴ｩ��CB� 

第一LP　全日本空干道選手権大会閑他。川本武道館、優勝　飯田 

日本（沖縄）固有の武術として出生三した「唐T」は、武道とスポーツ 
の向面性をもつ「望‾F道」として発払 

1970年 傴ｩ��CR�第一回　世界空丁・道選手樅大会聞佗（廿本武道館、優勝　和口1光二）。 第－セ悍題ヨーロッパ　親書大会。 

世界空手道連合（WorldKarateFederation：WKF）が結成。 
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日本語・tTapanese 劍����ﾎ｢�韓国語 

漢　′F �<x��-ﾒ�ローマ′了・ 之誚ﾆ�6��啓子可 Korean 

1 �ｨ耳自gｸ��� 棉���ｶ6�� ��

2 �� �� ��

3 �� ��Rpar・ 俶���訷���

4 �� �� ��

5 �� ��ドiHl． 冽�ｾX�����"�



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文†二、本別1、昆出） 

6 刧"�うで 彪FR�Arm 儿�ｺ亢ﾒ� 

7 �ｹﾆ��"�うで　なれ 彪FX��詛ﾇ(����Forearm 儿�ｺ亢ﾒ�

8 ��うら　けん 標&�ｶV��Back　Fist ��

9 �詆6ﾘ�b�うら　Lゆとう �� 俘hﾍ�B�

10 ��えんぴ �H�贐���Elbow �;hｺ��

11 ��けん 噺V�� ��

12 丶�"�かい　わん 牌�夫��� 僵ｸ+��

13 ��そと　よこ　けん ��OuLside ��

14 ��かく　とう 噺�ｷUF�� �6ﾈ咤�

15 俐ｸ�i6ﾈｫ��かけて 噺�ｶWFR� 佩囲��

16 ��きせつ　こつ �� ��

17 亶H訷6ﾔ｢� ��Hand �+8+���

18 ��くまて 塙Vﾖ�ﾆR� ��

19 �� 噺V椋��,'TｶV�� 僵ｸ��;b�

20 �� ��Wrist 俶���y���

21 22 佇�,ﾙ<"� ��Lunate　Bone 册ﾘｬ8ｾ｢�

けん一）い 噺V蹠7V�� ��

23 侘x���こ　けん 噺���ｶVﾆﾂ�Fox　Fist �%X�"�
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24 侘ｨ訷�ﾂ�こて　】　‾、1二‾‾‾ 僊rcIlarld 

25 傅ﾈ薰�こて 塙H�､ﾈ���ﾂ� 

26 傀��こぶL ��Fist 

27 倅��ﾈﾙﾂ� �� 

28 倡xﾙﾂ�し　こつ ��ﾂ�

29 倡yn(ｸR� ��Ⅰjulb 

：う0 倡~�R�しきょう �6�ｷ�(�ｧR� 

31 �� ��　‾‾－－‾‾‾r Ulna 

32 倆ｨﾙﾂ�しゃく　二つ ��

33 偃椅"�しゅこう 鳴� 

34 �� �� 

35 ��Lゆこん　こ一j �� 

36 偃�6ﾔ｢�しノゆとう �6ﾆﾇFﾇD��L 

37 偃雲R�Lゆほう 

38 偃援"�Lゆわん �6Ⅳv���Hkil】 

39 40 �� �� 

上腕 �+h.X*H��.ﾘ/��Jyo　Wan ��

41 ��9�(ﾙﾂ� ��　　」　　＿　　⊥ 



空手道学の略史とITによる手技衛と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長日」） 

42 ��8閧�じょうし 肌薮6�� �+�5��� 

43 44 45 46 47 傅ﾈ輾ｸR�しょうし　きゅう ��Ba11人ntiphonary土ス1干 

こつ 蛤���E7R� ��

軍旗 �+X.X*H,H*"�Shoutei ���ﾆﾔ�Vﾂ�甘司 

水準 �+x*(��*�/��SuiKen ��昔手当 

すいへい　けん ��LevelFist �4ﾉ�ﾙ|｢�

48 49 50 ���"�せい　けん �66噺V�� 凩ｨ�"�

ぜん　わん 沸V蛆���Forearm ������

外尺沢 �+ｸ,h��+X.(*ﾘ��+ﾘ*ﾒ� �(�ｴﾄ6ｶ�F������w&�7B�史1吾早 

51 丶�?r�そとうで �8�筈ﾆ�FR� 仄�/�MHﾘb�

52 � 認�噺V���F��Head ��緯稲��

53 ��こつ �� 鳴�

54 55 �� �6Ⅲｶ���ｶV�� ��

ちゅうしゅ　こつ �� 傚�詹���

56 �� �� ��

57 ��ちんて �6�萇F｢�Chine �����

58 偃�<��て　くび ��WrisL �?�蕀?��8廩�B�

59 ��x,ﾈﾖ"�て　の　こう �� 俘x將�
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60 61 偃�,ﾈ7�8��て　の　と　う ��PallⅥ 

千の指 �,H��,ﾈ��.H-�� 杷夜�g"�

62 偃扱｢�て　わざ �� 

6：う �.ｨﾉﾒ�てい　けん 彦V噺V��Palm　FisL 

64 ��てい　てくひ �� 

65 ��てくびの かんけつ 彦6ﾇGV&ﾆ踉� 

66 �59,b�て一一）つい �� 

67 ��とうこノ） 　」⊥ ��Radius 

68 �� �� 

69 �6ﾔｨ�2�とうほう 彦��R� 

70 �>�愰�"� � 

71 几ﾉ�"�ない　わん �� 

72 �� 噺V��FisL 

73 74 鳴�けん � 

けん 噺6�� 

75 �ｩgｷY�x�R�にはん　ぬきて ��11and 

76 僵(*ｸﾉﾒ�ぬき：けん 皮Vｶ噺V�� 

77 門H�ﾂ�めきて 皮Vｶ幽���B� 



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長山） 

78 佰ｸ詹9h,B�ぬきて　あて 皮Vｶ友T�FR�SpearHand Strust �+��y��蔘s�� 

79 僭y�"�はい　わん 陪�夫���Back　ArIn �8+��

80 仞ｨ薰�はいしゅ 陪��7由�Back　Hand 冖�*ﾙ?��

81 僭x6ﾔ｢�はいとう 陪�友�� 仄�H�9����咤�

82 �Y-ﾉ�b� 陪�6�ﾖ��Finger 仄乖H訷���

83 �� ��Elbow �+��ｹiC��

84 兌ﾞ�R�ひら　きよう 陪��｣��ｷ薮R� 凩ｨⅨ�

85 兌ﾘ���ひら　け人ノ 陪�&�ｶV�� ��ﾙ|｢�

86 ��X.伊ﾒ�ふり　けん 波W&噺V��WayFist 傅(���xｾR�

87 兌ﾘ���へい　けん 陪V噺V��FlatFist 凩ｨ�(�H�(詹9b�

88 ��ぼし　きゅう �� �4x5��ｫ��

89 冓i��ﾂ�まっせつ　こつ �� ��

90 ��もろて　うけ 磐�&�UVｶR�BothHands ��

91 �� �� ���xﾘb�

92 ��ゆうとう　こつ �� ��UEH�井��

93 倡r�ゆぴ 風V&��Flnger 舒ﾂ�

94 ��H倬ﾋ��よこ　えんぴ �� 册ﾘ��?�ﾅ霄��

95 俶ﾉgｸ���よんはん　けん 楓�ﾃ��ﾘ��ｶV�� �6ﾉXﾈ�"�
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空手道学の略史とlTによる手技術と急所の相関モデル（沢、歴又仁、樋U、長田）

3．2b　右手の骨格（背側面）の用語解説

上腕にある円柱状の長管召。 L腕の骨頭は肩叩眉との間で肩関節をつくる。巾央部は円
柱状であるが上トの両鵜はふくらむ。下女おにはと腕滑車と上腕乍川、頭があり、繭腕骨と
関節をつくる。

1つ、尺骨の外側にある細長い骨。尺骨と対をなす。上端は肘関節の形成
にあたるが、下端の方が太く、下端、手恨眉との問に手首関節との間に丁首の関節（槙
召辛苦関節）をつくる。

前腕の小指側にある良管骨で中央は三角柱状を示す。下端が細長く、L精は肘豆員となっ
て突出した上腕首との間で関節をつくる。良さを測る基準の名が生まれた。親指側の槙
首と対となす。

千首にある骨で8個の短骨が4個つつ2列に配列し、靭帯で聞く辿結されている。前腕
骨と小手骨の間に位置する。有頭骨・舟状骨・小菱形骨の間に位置する骨。舟状眉と連
結している。

Metacarpal tjone

子掌にある5本の長哲骨でこれらに5列の指廿が連がる。

Dlgltal Phalanx

小手骨に連結している末節骨・韮節tい小節骨の含めた指珊分の骨。

基節眉は、中手竹と中節骨の間にある廿をいう。拇指では、中手廿と中節背の問。

中節男は、擢節明と末節皆の†瓢こある骨。拇指にはない。
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平手道学の略史とITによる手技術と急所の相聞モデル（沢、野文ィ、樋日、長山）

3．3a　右前腕と手（掌側面）の写真・用語・解説

椚伊．2／′繭勝と≠膵側面）の写カげ扉Pん00grqp　げ摘2月噌如

Foreαrmαnd勧nd伽e Pαgmノ1叩eCた〃
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空手道学の略史とlTによる手技術と急所の相関モテル（沢、摩文仁、樋口、長田）

3．3b　右前腕と手（掌側面）の用語解説

上腕の中軸にある長い軋　卜端は内側トトに球状のl腕頭骨をHlして、肩甲・呂外側角と
の問に肩関節をつくり、ト瑞は2つの関節両に分かれて尺眉および憤胃との間にある。

前腕の2骨の1つ、尺骨の外側にある細長い骨。尺骨と対をなす。上紬は肘関節の形成
にあたるが、下部の方が人く、下推、手帳膚との問に手首関節との問に手首の関節（焼
眉手首関節）をつくる。

町王＝
前腕の小指側にある細長い骨∩親指側の槙背と対となす。卜郡が細長く、上部が人くて
上腕骨との連結に上役を果たす。ヒ段後面は突出して肘白月と呼ばれる。長さを測る基準

L中白球巨∴互正幸二万∃
西洋の手相学で言われるヰ命緑の外側にあり、親指に連結する和夫胃・小菱形眉・大菱
形骨を含む部分。

址竺＿＿長与＝巨囁∃
西澤の手相学で言われる健康・成功緑の外側にあり、小指に連結する有的骨・月状骨を

含む部分。

東洋およひ西洋の手相学で言われる潔・離・坤および金屋帯という。百絢骨・付頭骨
小菱形骨を含む部分。

lVhlte Nall fうulb

東洋の手相学で言われる親指（先払い人差し指（父）・申削母い酎倭）りト指（刊といい、
中節骨を含む郡分。



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、良円）

3．4a　拳部（攻撃技と防御技）の写真・用語・解説

ダね．　挙都　攻撃面と防御面　の与穿け加Pゐ0bgr叩わ扉と力eダェSと

β印αr亡menと伽eAとαCゐダαSeαmdか∈舵mSeダαSeJJ

2．4b　拳部（攻撃枝と防御技）の用語解説

［解説］止準とは空手の中で最も多く使われる技である。当てる所は、中指と人斉し指
のつけ根の関節部分である巻頭（逓関節）を中心とする基節骨である。

［手順］①手を広げること、②小指から薬指を握ること、③小指と人差し指を握ること、
④親指でしっかり押えることである。ここで、腕と手首は一向綿にして巻頭に集中する
ことである。腕と甲が一直線にならないと手首かねんさ　く捻挫）するロ1能件が大きく、

事故が起こりやすい。そのため、徹底的に鍛練する必要かある。

［関連用語］正準上段突き、正準下段突き、正準l】⊥i突き。
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空手道学の略史とITによる宇技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋「］、長田）

［攻撃目標］〔上段〕眉間・烏兎・側顎・人申・下撃百・コメカミ・仙軋〔中段〕臍下丹
田・胞部・浮動助督・内尺沢・内子肖・腎臓・肩甲骨・捌佳・水月・潜落。〔‾下段〕下
段ではヒカガミ・僻扇・膝卜への攻撃に重要な技である。

［解説］、1′準とは指先を指のつけ根につけて攻撃する技である。

［手順い丑手を広げること、②親指以外の4本指を軽くそろえること、③親指は人差し
指の側面に折り曲けながらしっかりと握ることである。

［関連用語］、P準突き、平拳′受け。

［攻撃目懐目上段〕人Lr」・ほお（頬）・月・喉・コメカミおよび鎚の卜なと。〔中段〕や
〔下段〕には使用しない特徴かある。

匝∈コ三三二　　二巨吏二二匡＝コ
［解説］狐拳とは手旨で攻撃する技である。

［手順］①手を広けること、②手首の部分を下方に蘭げた状態にすること、③親指と小
指は手首側にしっかりと折り曲げることである。IJつ崎には、脇をしっかりと締め、接
近戦の場合に有効な技術である。前や桟から見ると薬指と中指先は「‾っらら状態」のよ
うに見える。

［攻撃目標］〔上段〕主に顔面・顎。〔中段〕脇胞・水月郡分。「卜段〕使用しない特徴が

l車準座主姫∃
［解説］中高拳とは中指たけを前に山して中指の関節を当てる状態で攻撃する技である。

［手順］正準とl・月じ要領で握りこむ①手を広げること、②小指から薬指までの4指を掘
ること、③［い指を突出させながら握ること、④中指以外の指をしっかり押えることであ
る。巾高率は小さい急所を打っのであり、一本拳と似たような目的の特徴で使用する。

［攻撃目標目上段〕喉仏・小脳・眉l旨い島兎・人lい。〔中段〕ワヰノノタ・腋笛い浮動
肋骨・内尺沢・内千首・腎臓・頚椎・水月・満落・気管。〔下段〕ヒカガミ・腕前・膝

l5桓一本準匿雪空≡宜竺竺姫∃
［解説］親指一本拳とは親指だけを人差しの指の掛こつけて、親指の関節を握る状態で
振りながら当てる技である。

［手Il即①手を広げること、②小指から藁指までの4指を握ること、③親指の¶一本を突
出させながら握ること、④親指以外の指をしっかり押えることである。

［攻撃目標］〔ト段〕コメカミ。〔中段〕首飢なとの急所。〔‾ト段〕使用しない特徴がある。

［解説］中指一本準とは■1■親だけを別に出して、小指の関節部分を握る状態で振りなが
ら攻撃する技である。

［了順］①手を広げること、②小指から酎旨までの4指をしっかりと握ること、③中指
の1本を突出させながら握ること、④中指以外の指をしっかり押えることである。

［攻撃目榛目し段〕コメカミ。〔中段〕首筋なとの急所。〔下段〕使用しない特徴がある。
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空手道′芋の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、僅文ィ、樋U、長け1）

3．5a　買手（攻撃技と防御技）の写真・用語・解説

ダね．4　厨≠　援償面と防動副の写穿け毎P oogrqp　扉摘e軸eαr

月b几d加eAαC fbぶeαmdかe々朋efb8g〃

3．5b　買手（攻撃技と防筏】技）の用語解説

［解説］Ⅲ手（一本）とは一木mf（人指し指）ともいい、正準では樺の先で突くのに対
して、一本u了では「槍の先」で突く状態ともいう。

［手順］正孝と同じ要柏で握りこむ〔む手を広げること、②H手（一木）の人差し指をその
ままにして、③他の指先の爪部分を軽く折り曲げること、・若・曲げた指関節が伸ばした
腕と直線扶態にならないように注琶する。

［攻撃臼標］〔上段〕眉間・人中・Flの急所。〔中段〕と〔卜段〕には使用しない特徴が
ある。
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長田）

巨軒二1年二二丁年亘＝巨：コ
［解説］貫f（本）とは＿本員手（人指し指と中指）もいう。

［手順］①丁を広げること、②tけ〔本）の人差し指と・l・指をそのままに伸ばして、③
小指と薬指の爪部分を軽く折り仰げること、甘そのlから醐旨でL←）かり押さえる。正
孝では棒の先で失くのに対して、　本胃手では2本の槍の先で突く状態である。

［攻撃目標日上段〕眉聞・Rの急所。し中段」と　し卜段〕には使用しない特徴がある。

監禁四二三三藍二と喜吾二巨二つ
［手順］（DTを広げること、②円丁（円本）の指をそのままにして、③親指の爪部分を軽
く折り曲げること、④曲げた指関節が仙ました腕と由綿状掛こならないように注意する。
Lt」指と索指の先端の長さがそろえるとより臓ノな武器の槍といえるゎ

［攻撃日憤］〔上段〕喉仏・人中。「申段〕すいげっ〔水月）・洒落・気管。〔卜段〕ヒカ
カミ・緋裔・膝下への攻甥に重要な技である。，

l車lとうほう　二」杢＝コ車重二二‾巨］
［解説］日宇（四本）とは四本uT・組指以外の4本の指ともいう。

［手順］①手を広げること、②親指を曲げる、③親指と人差し指の内側を「輪あるいは
峰」のような状態にする。刀峰は、喉仏の急所を、うてるのかl R的であるため相撲の
「のと輪」の技と言われる。

［攻撃目標］〔l▲段）のとはとけ（喉仏）。〔1日段〕と〔下段〕には使用しない特徴かある。

［解説］丁ノJとは背ノJの反対側で、小指側で当てるのが下目的である。そのためプロレ
スの「空丁子ョ　ノブ」の枝と同様な抜であると言われる。

［手順］瓜5本の指をそろえて伸ばすこと、漕親指の第・関節を折り曲げること、③親
指と人差し指とが、r′行状掛こする。（4）小指の側を卜の眺態である。

［関連用語］手ノJ受け，f7川ち．子7J頗面目ち。

［攻撃目標目し段〕側郎⊃〔■l■段〕鎖ノR・脇腹。〔下段〕金的・睾丸への攻撃に効私

［解脱］背ノ」とはrノJの反対側で、組指で1てるのが主目的である。

［千帽］の5本の指をそろえて伸ばすこと、〔喜〕人さし指と親指の側のつけ根をそのまま
にして、⑨っけ根の状態は接近した状態である。親指の折り蘭げた関節は使用しない。
撒状態ある4本の指は、親指と、拓守伏態の手のひらになるため同じように見える特徴が
ある。

［関連帽吾］背ル受け．背ノJHち。

［攻撃∩軒目上段〕コメカミ・みけん〔眉間）。〔・L職〕自鑑＝ナい（瑚）動脈・腕の急所。

〔下段〕使用しない特徴がある。
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空手退学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、博文仁、樋口、長日）

3．6a　手拳（攻撃技と防御技）の写真・用語・解説

」円伊．古　手挙（攻撃面と膠御感）の写庁rmePん0〔ogr叩ゐ〟とゐefねnd

f1ェSと〔班eAとαCゐ穐Se mdか（拘れぶe穐ぶeJJ

3．6b　手拳（攻撃技と防御技）の用語解説

［解説］掌底とは底掌ともいう準の底郡であり、手のひらの卜郡を当てる目的である。

［手順］①手を広げること、②親指と中指から小指までの指先が自然体の状態で軽く曲
げること、③手のこう（r）を表にする。

［関連用語］底等突き、底等＝ち、庇′苧一受け。

［攻撃目標］〔L段〕顔面・あこ（■胡）への攻撃に重要な技。〔中段〕と〔卜段〕には使
用しない特徴がある。
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空手道芋の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長郵

匝⊂：仁王　　　」杢＝コ享室車重二］
圃説］肺の肘刻節の郡分を清刷り－る拳の裏側と親指・小指の底部をより最大限の効果
が得られ、肉の厚い部分を：ljてることである0肘快節の伽分を活用して、顔血や脇腹へ
の反撃に有効である。

［手順］u手を山ゴること、②親指と州服を助ける、（3汀Rをしっかりとそらすこと、
④第3関節の甲の側の部分を使用するし〕

［関連用語］裏準突き、裏準れち、裏拳下突き。

［攻撃H棟］〔t二段〕m問・烏兎・人・F・・コメカミ・側此〔小敵〕浮動肋骨・水月・購
蕗・腎臓・射稚・J訓卜岩－い内代√ノい内手札〔下段〕ヒカカミ・排覇・膝下への攻撃に
重要な技である。

仁F二匹＝蜃聖二巨＝］
［解説］小指側の肉の厚い郡分で攻撃づるl金ッナ」とJnJL原理である。鉄槌とは、けん
つい（準樋）またはしゅ′い（手槌）ともいう。準の脱あるいは小指側面の部分で、胴

体の反撃に使mする。

［手順］U‾トを広げること、②手刀を握った賦態のように小指から亜捌かこ握ること、
⑧中指と人差し指を握ること、宜・粗指でしっかり握り締めることである。

［関連用語］鉄槌rJち、鉄槌受け。

［攻撃目標］〔卜段」コメカミ・側扉い頑乱し中段〕浮動助胃・水月・洒落・腎臓・鎖
骨・軸惟・宝し乱　し卜段1ヒカカミ・排罵・膝卜への攻撃に重要な技である。

匝二王＝‾下手‾コ亘亘垂直互］
［解説］顔面状態のイ＼女にするために1てるのが＋臼的て、顔を攻めながら不安定な体
勢にする技と［われる。

［手順］爪指を申開節から山ナること、し2日l本の指を曲げる、③楓指と人差し指から小
指までの内側を強く糾し山ずるようにした「、rノ輪あるいは峰伏」準の全面を使用する状
態にする。

［攻撃H標目卜段1卜鋸・コメカミ・側班っ〔中段〕イ＼使胤〔中段〕ヒカカミ・眺謡い
膝下への財勘こ題要な技である。

距二二J≡‾苅二二三亭1車二コ
［解説］TRを折り山げ、拇指側の丁の根もとを親【】の状態のように突き山し、スナソ
プを利かせる1てるのか111的である。

［手州別・①手を広げること、・笠・5／トの指を一ノ吊こ合わせる、（5〕親の【lのような準の形に
する。

［攻撃日枝目上段二顔血状態にある租と上唇の問に攻乳「・1・段1脇卜。〔卜段〕ホ使用。

［解説］川本拳は田子（川本）ともいい。四本拳は、武器で言えば「槍」といえる。

［丁順］冊子を侵、げること、漕胃n4本）叫旨をそのままにして、③粗指を軽く折り曲げ
る、④仰げた指牒価が伸ばした椀と直綿扶態にならないように注意する。

［攻撃日原日上段〕眉間・のと（【晰r〉〔申段〕水‖・浮則力骨の急仇〔卜段〕不使用。
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長円）

3．7a　鹿部（攻撃技と防瓶技）の写真・用語・解説

ダね．　戯野　兼‘撃面と防御面　の与好打加Pん0亡Ogrqp　〆沌e

ダoreαrm　伽eAαCたFαSeαnd月館mSefbseノノ

3　7b　腕部（攻撃技と防御技）の用語解説

［解説］内腕（腕ノJ）とはLゆはう（手樽）ともいい、羊に受け万や払方に使用する目的
である。椀の部には、HFl腕柾側郡（内腕）、前腕尺側部（外椀）、えんぴ（猿皆）・（肘）
および手部・曹腕部に分類できる。一方、腕刀とは別名目ヰ」ともいい、内腕・外腕・
背腕に分類できる。ここで、内腕（腕刀）とは、腕の小指側（屑の名称　しゃく（尺）侶
側）部分であることから、手の甲を上げると四指側の腕の外側である。

［攻撃目標］攻怪を受けた時に、接近戦の時に返し技として有効な郡分で、敵対意欲を
消尖する威力がある。
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空手道芋の略史とlTによる手技術と急所の相関モテル（沢、摩文仁、樋口、長町）

阻二」1蔓司直コ
［解説］僻の部には、前腕憤側部部　内腕）、前腕尺側部（外腕）、えんぴ（猿轡）・（肘）
および丁取持腕部に分類できる。一カ、腕〃とは別抑小r」ともいい、内腕・外腕・
背腕に分類できるUここで、外腕（腕ノJ）とは、腕の親指側（胃の名称　とう肯側）部分
であることから、手の甲を「げると州旨側の腕の内側である。すなわち、内腕（腕フJ）の

反対側である。

［攻撃目標］攻撃を受けた時に、接近戦の時に破壊技として有効な部分である。

阻．ュ竺三二声］
［解説］腕の郡には、軒椀憤側部（内腕）、H順尺側部（外腕）、えんぴ（拉愕）・（肘）
および手郡・滑脱郡に分類できる11一心、腕ノJとは別名いトf」ともいい、内胱・外腕・

背腕に分頓できるnここで、背腕（腕ノJ）とは、rの甲引けると鞘旨側の腕の内側で、
チ肖から連続した腕の部分である。

［攻撃目標］攻撃を受けた時に、接近戦ノ叫に返し技として†∫効な部分である。

上竺二］竺三二」互二丈コ
脚説］腕の部には、前腕焼側部〔内椀）、前腕尺側郎（外腕）、えんぴ〔猿壁）・（肘）
および手部・矧腕郡に分頓できるn一カ、腕ノJとは別名「小手」ともいい、内腕・外腕・
背腕に分類できる。ここで、丁腕（鵬〃）とは、腕の小指側である。

［攻撃臼仇当てる所は申指と人差し指のつけ根の牒櫛部分で、攻撃を受けた時に、接
近戦の時に返し技として有効な部分である。第1閑節は無関係である。

［解説］猿腎（月」）とは、上腕と削腕とつながる部分であり、肘を曲げると関節の骨部分
である0法曹とは、非罵硬く、強力な力を発挺するためrひじ（肘）鉄胞」ともいわれる。

攻撃を受けた軸こ、接近戦の時に返し技として和ドな破壊力を発揮できる有効な部分で
あり、さらに、突きや蹴りに対する防御戦にもfJ効な効果かある。

［関連m語］肘r】ち、猿轡打ち、肘撒fJち、肘」1て。

［攻撃目標＝上段〕便mしないr）〔ll・段〕ワキノンタ・腑か浮動肋骨・腎臓・肩明雪・
水月・満胤〔下段〕ヒカカミ・俳ぷ・膝卜への攻矧こ串要なⅠも



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、産文仁、樋口、長田）

4．急所と手技術の相関関係

Tbbe∂　意廓と手首衛との脾臓労併圧申　砺〕（アゐe CorreαわOnルわdeZ

be亡びee几VはαJ軸0亡5αnd月α几d71ec点れ0bgyノ



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長田） 

rαあわ4　急所土手度肝との脚係也月C偲）甘んeC。rreα扇。乃 

ルbdeJbe抽eenV加g馳0亡ぶαnd月α乃drecんmOJ咤yJ 

l l l 俘���X9"�段 位 亶ﾘ�����&�2�f�7B�Bear lIan �&�F��f�7B�Fore Fist 噺譌"�����Xnuckle Fist �&芳r�葵趙�pea Han 之ﾆ$�� 

裏拳 估h薰�≡鉄槌 ��8ﾔb�手刀 �(hﾘ(ﾉﾒ�背7J 僣8薰�書肘 

1 �(b�&��Abdomen �� �� ��ｲ� �� �� 

2 ��2�&�� 儘�Zr� �� �� ��ﾈ�｢� ��ｲ� 

3 �(b�&��ArmpiL �8�4ﾈ��985��?ﾉ6B� �� �� ����ﾒ� ��○ 

4 ��2�&��Baseor Cerebelum 傅ﾉEﾒ� �� �� ��ﾈ�｢� �� 

5 ��2�&�� ��○ �� ��ｲ� ����ﾒ�○ �� 

6 ��2�&��Chin 冦ｨ輦� ��ｲ� ��ｲ� �� �� 

7 �(b�&��Clavicle 俚ﾘﾙﾂ� ��（⊃ ��○ �� �� 

8 偖ﾂ�&�� ��（⊃ ��○ ��ｲ� ��ｲ� ��○ 

9 冉ﾒ�&�� �� �� ��○ �� �� 

10 �｢�&�� ��YTx屬�○ ����ﾒ�○ ����ﾒ�○ ��ｲ�○ ��ﾈ�｢�○ 

11 �(b�&�� ��○ ��C） ��ｲ� ��ﾈ�｢� �� 

12 �&��．Jaw 乂ｲ� �� ��ｲ� �� �� 

13 �(b�&��Kidney ��I���○ ��○ ����ﾒ� ��ｲ� ��⊂） 

14 ��2�&��Philtrum ��ﾄ免ﾂ�○ �� ���,"� ��ﾈ�｢�（⊃ �� 

15品愕怒笥左。k 劍��ﾖ(ﾙﾂ�⊂） ��⊂） ��ｲ� ��ﾈ�｢� ��○ 

16 ��H�2�&�� ��N�"� �� ��（⊃ ��（⊃ �� 

17 ��2�&��Skull �:ｨ･r� ��○ �� �� �� 

18 �(b�&�� 佗ｩ,R�○ ��○ ���,"� ���,"� ��○ 

19 傅ﾂ�&�� ��⊂） ��○ ��ｲ� ��ｲ� ��ｲ�○ 

20 ��2�&��Temple ��○ ��ｲ�○ ����ﾒ� ��ﾈ�｢�⊂） �� 

2順 儻indpipe �� �� �� ��ｲ� ��ｲ� 
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空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋U、長田）

ルodeJ　　急所と辛皮好との胎齢モデル（T鮎Corregα亡相打肋deJ beと∽een

Vはα郎0ねαれd月加drec柁OJogyノ



空手道学の略史とITによる手技術と急所の相関モデル（沢、摩文仁、樋口、長田）

5．手関連の突き方・打ち方・受け方の関係

rbhk5／跡こ〟する穿きム打ち方と受けカとの棚孫rme
Correk如花月eJ油0作らeと∽eenPunCん，Sfr乙ゐ乙ngαmd

βbc　乃Cん叩“eぶ♪汀L加er丘krem矩ノ

上肢 �<ｸ*ｹ_ｲ�打ち方 假8*�ｲ� ��肢 �<ｸ*ｹ_ｲ���X+�ｲ�受け方 

1 �� �� ��"�十 �.｢� � ��ｲ�

2 �ｩgｸﾉﾒ�○‾ �� ��2�人 ���:｢� 

3 凛�ﾉﾒ�てう ����ﾒ�（⊃ ��B� �� � ��

4 刎h詹8�� ��ｲ�○ ��R� ��厄稟き ⊂） � �+ﾈ�8*��

5 佶ﾙ,b� ��ｸ�ﾂ�〔‾〕 ��b�f 偃��

6 弍xﾉﾒ� ��⊂） ��r� ��R� ��⊂〕 ��ｲ�

7 傅ﾈ薰� �� ���� �� �.���*ｲ� ��ｲ�

8 倡~�R� �� ����乎鋏 � ��

9 偃而B� ��ﾈ�ﾂ�〔⊃ �#�� 剳ｽ準至き � 凩i<ｸ*ｲ�

10 偃�8�� ��ｲ�○ �#��

11 �� �� �#"� 剽ﾖ突き � 

上肢は、一本拳・裏拳・崇了拳を初め小拳頭までの12技がある。上肢の突き方．
立ち方・卦ナカのモテルは、それぞれ3通りの上肢の技がある。ここでは、上肢の

活用に開通する適用モテルを表示した。

〃odeJ2　⊥好と穿き方、打ち方と受けカとの宿願モデル甘んe

Correαわ0m劫bdeJ如ueemPu柁Cん，Sfr乙ゐ乙花gα花d

βoc recわれ叩〟28α〝d　加er助けem抄ノ

巨董璽
卜服の突き方・立ち方・受け方のモテルは、それぞれ3通りの上肢の

技がある。ここでは、上肢の活用に関連する適用モデル右図ホした。
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6　突き方と上段／中段／下段との関係とは

γαMe　　穿き方に対する上段・中段・戸二段との僻関節係rTんe

CorreαbD花月eα臼0m PMee和　知er，几幻ddkαnd

エ0〃er⊥eue♪rfu乃C reC m叩ueSJ

突き方巨段l帽l下段 劔 �<ｸ*ｹ_ｶﾈ耳耳�)(i&仍�&��

1 ��ｹ<ｸ*ｲ�○ �� 迭�L段突き ��ｲ� � 

2 ��8�Y<ｸ*ｲ�（⊃ ��ｲ�○ 澱�止拳突き ��ｲ�○ 凵� 

3 凛�ﾉﾙ<ｸ*ｲ� ��○ 途�中段突き ��○ � 

4 冉ﾙ&�<ｸ*ｲ� ��○ 唐�突き ��9&�<ｲ�*ｸ�8*��中 き 剽ｸ��-�� 

ルhdeJg　穿き方と上ノ穿・中段一・下段との侶儲けテル　でんe Correαわ0m

ルわdeJ befMee乃PunCた7セC加工叩eSルr Ll叩er，凡才ェddJe

α乃dエ0〟erエeue　α几dPu托C九rec九m昭ueSJ
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7　受け方と上段／中段／下段との相関とは

rαbJe7　受け方／こ対する上段・小段・下段との棚係係　TT e

Correαhom月egαとよOm抽Mee柁Ll叩er一〃乙ddJeαmd

ムoLUer⊥eueJ　ルrβbcカmc九m叩ueSJ

受け方 剌縺@段 ��ﾈ��&��下　段 

1 况x+��け ��ｲ� ��

2 假8*���し ��‾‾‾‾白‾ ��

3 凛��ﾂ�ナ ��＿＿＿ロ＿ ��

4 冉ﾙ&��Yx�+R������I(���������

5 ���*ｹZｨ*����〔〕 ��

6 乂ﾈ薰���○ ��

7 俘x琪�8*��凵P‾‾百 ��

8 �4齏X�H謦�ナ ��ｲ� ��

9 估ｨ.����ナ ������ｸ��� 

10 傀�辷�8*����⊂） ��

11 侘ｨ�8*����ｸ�������H�������（⊃ ��

12 佰�ﾛ8�2�ナ 凵� ��ｲ�

13 傅ﾉ)ｨ6ﾒ�′け ��ﾈ�｢�○ ��

14 ��手 ��ｲ� ��

15 �)｢�／刀 ��○ ‾白‾ �����8ﾘ���

16 ���.ｨ�8*����

17 亳H*(�8*����CI ��ｲ�

18 亳H*)z���� �������I"�

19 ��YW���二C‾ナ ��○ ��

20 ��き �?ｨｧﾉ<ｸ*ｸ�8*��中段突き留め ��

21 �?��永����d‾ 

22 兒X*(耳�8*����小段払い受け �ｩ&兒X*(�8*��

23 儺����中段肘受け �ｩ&儺y]H+R�

24 儺倡����小段肘支受け ��

25 ��」 ��⊂） ���������I(�������

26 冓�.������b�て �� 

27 ���ﾈ���・け ��（⊃ ��

28 ��ZX*"�����ﾒ�⊂） ��

29 俔ﾉ�X+����ｲ�������I(�����⊂） ��

30 凩h�8*��凵ｼ） ��ﾈ�｢�
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肋deJ4　上段・中段・下段に対する受け方との府尉モデル　r毎

CorreJα仁和柁肋degみe乙川ee柁βbc／己rec九mq昆eぶノbr

q叩en几弟ddkα花dエ0比昭r⊥eueり

受 け 方 の 技 ��上 段 ��上段揚げ受け 劔上段差手 ��9&��Yx�+R�

上段 �.茨8*��剌纈i弧受け ��9&仭8�8*��

上段交叉受け 劔上段横打ち ��9&��ZX*"�

上段小手受け 劔上段突き受け 繁&凩h�8*��

中 段 剪�i払いJ 劍*��中段手刀受け �(i&乂ﾈ薰�

中段月■ 倡�� �*��中段等底受け �(i&兌ﾘﾗ2�

中段r �*��充 �+R�中段合掌受け �(i&���X+��

中段 倡茨8*��剪�i小手受け �(i&俔ﾉZX*"�

中段 �*(�8*��剪�i肘受け �(i&���8*��

中段大玉受け 劔中段裏受け �(i&凩h�8*��(i&���*ｹZ｢�

中段突き留め 劔中段弧受け 

中段交叉受け 劔中段二の腕 ��

下 段 刮ｺ段払い受け 劔‾卜段掬い受け �6x自&儺y]H+R�
下段交叉受け 劔下段手刀払い �ｩ&凩h�8*��

下段掬い留め 劔下段振り捨て ��

8．おわ　り　に

人間と空手道との関係において、古代の宗教家や行脚僧呂は、仏教を広める

ため各地を巡行する時に、異宗教家や異民族間の迫害や衝突があったと思われ

る。同様に、胃教師は、キリスト教を布教するため多くの困難を克服したこと

が理解できる。宗教家は、寺院なとを守ることや自分の身体を危険から守るた

めにも、周囲からの警戒心を与えないためにも、武器を持たない闘争術が盛ん

であった。すなわち、手足による武術修練の必要性を痛感したと思われる。

生命を維持する人体の各部は、急所を含め上段・中段・下段に分頓できる。

駆使される手・肘・膝・足等が、攻撃や防御に重要な役割を果たすのである。
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攻撃の基本技法の修練に関する名称は、突き方（順突き・逆突き・揚げ突き等）、

打ち方（裏拳打ち・準槌音Jち・手刀打ち等）、当て方（肘当て・膝当て）そし

て蹴り方（前蹴り・構蹴り・飛び蹴り等）の4種類に分類できる。防御の基本

技法の修練に関するものとしては、個百（揚げ受け・111段腕受け・卜段払い）・

部分（背ノ」受け・手刀受け・底等受け等）・運動（抑え受け・掛け受け・すく

い受け）名称がある。

空手道の用語には、甘人体の急所（⊥～下段）、②手・腕の上肢部分は97用語、

③右手の骨格（背側面）の写貢と17用語解説、④右手の骨格（掌側面）の写真

と7用語解説、⑤拳部の写真と6用語解説、⑥賢手の写頁と6用語解説、⑦手

準の写頁と6用語解説、⑧腕郡の′写頁と5用語解説を寺」った。

空手道の技法は、突き方・当て方・受けカおよび蹴り舟こ分類できる。ここ

では、上技法の基本を中心にした相関関係と相関モデル、さらに、急所を含め

上段・中段・下段に関する関係とモテルを考案した。

本論文を作成するに当たり、用語の選定に関して恕切なこ指導を頂いた大阪

市空手道連盟会長兼大阪府空手道連盟理事長であり、腎友流空手道の友寄隆一

郎宗家、また、手技の解説を行うために使用するX緑写真棍影には、畿央大学

健康科学部教授の松島理郎博士に深甚の謝意を表する。

ITによる情報分析からテサインおよび相関モデルの作成のために多大なる

こ尽力を頂いた、シーラン（株）古内利枝氏を始め、藤田洪史・上原章弘と肥

塚義明の各氏に厚くお礼申し上げる。
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